予想テーマ　大河ドラマ（竜馬伝）は今年も要注意である。
問1　幕末の動きに関する記述として、最も適切なものはどれか。
１　アメリカ東インド艦隊司令長官のペリーは浦賀に来航し、ハーディング大統領の国書
　を渡し、日本の開国を強く迫った。幕府は1854年に日米和親条約を結び、下田と長崎を
　開港した。
２　アメリカ総領事ハリスはアロー戦争を利用して通商条約の調印を強く迫った。大老井伊直弼は孝明天皇からの勅許を得られないまま、1858年日米修好通商条約を結んだ。
　また、オランダ・イギリス・ロシア・フランスとも同様の条約を結んだ。
３　1859年から横浜・長崎・函館の３港で貿易が開始された。アメリカが最大の貿易相手国となり、横浜が貿易の中心となった。この時代は大幅な輸出超過の状態が続き生糸・綿糸が大量に輸出されたため国内の物資が不足した。
４　大老井伊直弼は安政の大獄で多くの大名・公家を処罰したため、これに憤激した長州藩脱藩の志士たちが1860年桜田門外の変を起こし井伊大老を暗殺した。その後、公武合体策を推進した堀田正睦も坂下門外の変で失脚した。
５　１８６６年に薩摩の西郷隆盛・小松帯刀と長州の桂小五郎（木戸孝允）が坂本竜馬の仲介により薩長連合を盟約した。これ以降、薩長は禁門の変や八月十八日の政変において幕府と対立するようになった。
☆暗記法＝幕末の前半は、老中ごとに重要事項をまとめる！。
問２　幕末の動きに関する次の記述のうち、妥当なものはどれか。
１　幕府は、禁門の変の処罰を理由に、第一次長州征討の軍を出したが、長州藩は、戦わずに幕府に謝罪し、藩内の尊王攘夷派を抑えた。
２　大老井伊直弼は、徳川家定を１４代将軍に決定し、安政の大獄において将軍継嗣の決定や無勅許での通商条約に反対した大名や幕臣を処罰した。
３　老中安藤信正は、朝廷との融和により尊王攘夷運動を抑え、幕府の権威回復を図るため、公武合体をすすめ、孝明天皇の妹和宮を将軍家に嫁がせようとしたが失敗し、桜田門外の変で失脚した。
４　将軍慶喜は、大政奉還により政権を朝廷に返還したが、返還を申し出る以前から倒幕の密勅を受けていた薩摩・長州の働きかけにより、朝廷は王政復古の大号令を発し、幕府を廃して摂関・院政を復活させ、天皇中心の新政府の樹立を宣言した。
５　土佐藩出身の坂本竜馬や高杉晋作の仲介で、薩摩藩と長州藩との間で討幕派を結集させるため、薩長同盟の密約が結ばれた。
☆暗記法＝幕末の後半は、薩摩・長州の動きをまとめる！
☆予想テーマ　日本史においても時事問題でも「中国」が出る！！問題　わが国と中国との関係に関する、次の記述の正誤を判定せよ。
問３　鎌倉時代、源頼朝は摂津国の大輪田泊の修築を行い、日宋貿易を開始した。
　この貿易で得られる利益は鎌倉幕府の重要な財政基盤の一つであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
問４　室町時代、足利義満は明と正式に国交を結んで日明貿易を開始した。これにより、明との私貿易も活発となり、勘合貿易がさかんとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
☆今年は満州事変勃発８０周年！＆太平洋戦争勃発７０周年！
1931年（9月18日）＆1941年（12月8日）は絶対に覚える年代です。
問５　北京郊外でおきた盧溝橋事件をきっかけに関東軍が満州一帯で大規模な軍事行動を展開しはじまった満州事変において、時の若槻礼次郎内閣は不拡大方針をとったが関東軍は満州全域を占領し、溥儀を執政とする満州国を建国した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
問６　奉天郊外でおきた柳条湖事件をきっかけに日中全面戦争に突入したが、時の東条英機内閣は「国民政府を対手とせず」との東条声明を発表するなどしたため、中国側は徹底抗戦の態度をかため事態は長期戦の様相をみせた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

